
香美市まち・ひと・しごと
創生総合戦略

次期総合戦略の策定に向けて

資料④



国及び県の総合戦略について
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１ 【国】デジタル田園都市国家構想総合戦略の全体像 ＜期間：令和５年度～令和９年度＞
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２ 【県】高知県元気な未来創造戦略の全体像 ＜期間：令和６年度～令和９年度＞
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3 国と県の対応方針

国と地方（県・市町村）が連携・協力しながら推進することが必要であり、デジタル技術の浸透・進展など時宜
を踏まえ、地域の個性や魅力を生かした地域ビジョン（地域が目指すべき理想像）を再構築した上で、地方版総
合戦略の策定、改訂が必要である。（地方版総合戦略の策定・効果検証のための手引きより）

「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社
会」を目指す「デジタル田園都市国家構想」の実
現に向け、デジタル技術の活用によって、地域の
個性を生かしながら地方の社会課題解決や魅力向
上の取組を加速化・深化することとしています。
☆目標
2030年度までに全ての地方公共団体がデジタル
実装に取り組むことを見据え、デジタル実装に取
り組む地方公共団体を、2024年度までに1,000
団体、2027年度までに1,500団体とする。

【国】デジタル田園都市国家構想総合戦略

将来を左右する人口減少問題を、県政にお
ける喫緊に取り組むべき最重要課題として位
置づけ、各施策を抜本的に強化して取り組み、
「将来を担う若者が、地域地域で魅力のある
仕事に就き、いきいきと住み続けられる元気
な高知県」を目指す。
☆目標
４、５年後までに若年人口の減少傾向に歯止
めをかけ、概ね１０年後には現在の水準まで
回復させる。

【県】高知県元気な未来創造戦略

デジタル技術の活用、県と連携した人口減少問題の施策を活用しつつ、香美市における地域ビジョ
ンを再構築したうえで、次期総合戦略の策定を行う。
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次期総合戦略の策定について
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1 （仮称）第３期香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略について

（仮称）「第３期香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略」 ― デジタルの力を活用し 進化する自然共生文化都市・香美市 ―

＜名称設定の考え方＞

これまでの地方創生の取組の成果や課題を検証し、人口減少問題の対策を継承・発展していくため、第３期目の「香

美市まち・ひと・しごと創生総合戦略」として策定し、引き続き戦略に基づく各施策を推進する。

また、国の「デジタル田園都市国家構想」の趣旨も踏まえ、本市においてもデジタル技術を活用し、課題の解決や魅

力向上を図り、取組の加速化・深化を推進していく。

名称

令和７年度から令和１1年度までの５年間を予定

計画期間

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

国

高知県

香美市

デジタル田園都市国家構想総合戦略

高知県元気な未来創造戦略

（仮称）第３期香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略

前期計画

現行計画
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1 （仮称）第３期香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略について

推進体制

香美市まち・ひと・しごと
創生総合戦略審議会

・委員２０名以内
・産官学金労言等の団体、
公募委員
（総合戦略策定及び見直し
に関する検証等）

パブリックコメント

庁内組織

香美市
まち・ひと・しごと創生

・移住定住推進本部

・本部長（市長）
・副本部長（副市長・教育長）
・関係各課長

推進チーム

・定住推進課 ・農林課
・商工観光課 ・健康推進課
・企画財政課 ・教育振興課
・福祉事務所 ・防災対策課
・建設課 ・生涯学習振興課
（班長級で構成）

実施機関
関係各課

議

会

案の
提案

意見

報告修正等
の指示

協議内容
調 整

審議

意見

審議

意見
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1 （仮称）第３期香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略について

・令和7年3月に「（仮称）第3期香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定予定。

・策定にあたりパブリックコメントを1月以降に実施。

・策定にあたっては、以下の組織で協議・審議のうえ策定。なお、議会には策定後に報告を行う。

推進チーム：各課の班長で構成。主に、本チームにて各案を策定する。

本部会 ：市長、副市長、教育長、各課の課長で構成。推進チームにて策定した案について協議を行う。

審議会 ：外部の委員で構成。本部会を経て策定した案について協議を行う。

・骨格案、素案、最終案と3段階で作成を行う。

骨格案：総合戦略における、基本構成、個別事業のKPIの作成

素案 ：総合戦略の本文及びアクションプラン

最終案：パブリックコメントの反映

・人口ビジョンについては、6月~7月にデータの整理・検証、12月~2月にかけて本文を改訂する。

策定スケジュール
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

議会

総合戦略審議会

まち・ひと・しごと
創生推進本部会

推進チーム会

人口ビジョン

パブコメ

各課

第

3

期

総

合

戦

略

策

定

総合戦略・アクションプラン作成

必要に応じて開催
骨格案①
（上旬）

委嘱済

骨格案
（上旬）

骨格案
（中旬）

素案
（下旬）

素案
（中旬）

募集・公表
（中上旬）

最終案
（下旬）

最終案
（中旬）

最終案
（下旬）

改訂作業① 改訂作業②

骨格案②
（中旬）

1 （仮称）第３期香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略について

策定スケジュール

〇推進チーム
第1回 骨格案① 基本方針の策定及び個別事業の選定
第2回 骨格案② 基本方針及び個別事業のKPI検討（人口ビジョンを反映）

〇人口ビジョン
改訂作業① 県・国データのまとめ、香美市版人口推計、各種統計数値
改訂作業② 人口ビジョンの本文策定 ※アンケート実施については要検討

〇本部会・審議会
第1回 骨格案 基本方針、個別事業のKPI設定について

人口ビジョンのデータ公表
第2回 素案 本文及びアクションプランの策定
第3回 最終案 パブコメ反映後について
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※国において「新しい地方経済・生活環境創生」に向けた
取組について、12月末に「基本的な考え方」を決定する



見直し
県の人口減少問題施策を

踏まえた施策の検討
国の総合戦略を勘案し

デジタル技術の活用等を踏まえた見直し

2 （仮称）第３期香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略の構成について

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
（
地
域
が
目
指
す
べ
き
理
想
像
）

【基本目標１】

地域に根差した産業を振興し、安定した雇用を創出する

《基本的方向》

○ 香美市にある地域に根ざした農林業や地場産業を中心に、若い世代の担い手の確保に重点を

置いた雇用機会の創出に取り組む。

○ 地域に根ざした産業の振興に取り組み、地元の人材の育成・定着を通じて、地域産業を支える

人材の確保を図る。

【基本目標４】

時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する

《基本的方向》

○ 人口減少と少子高齢化が進む地域では、住民同士の支え合いの力が弱まっている。

今後、住み慣れた地域で安心して暮らすために、住民が主体となり、SDGｓの理念に沿って

持続可能な地域づくりを目指していく必要がある。近隣集落や外部人材（学生等）と連携して、

女性や高齢者など誰もが活躍できる地域づくりを進めると共に、集落維持活性化に取り組む事業

を推進する。

【基本目標２】

香美市への新しい人の流れをつくる

《基本的方向》

○ ホームページやSNS等を通じて香美市のPRに努める。

○ 移住から定住に結びつけるために、ＮＰＯ法人に業務委託して受入体制強化に繋げていく。

移住希望者に分かりやすい情報源として、官民協働の「香美市移住定住推進協議会」を通じて、

仕事や住居、地域情報や趣味の集いなど多方面な情報を、香美市のポータルサイトに繋ぎ、

移住促進に繋げる。

○ 移住希望者と地域住民の情報を繋ぎ、地域の担い手確保に重点を置いた移住定住促進を行う。

【基本目標３】

子どもを産み育てやすい環境をつくり、若い世代の結婚・妊娠・出産の希望をかなえる

《基本的方向》

○ 若い世代の結婚への希望をかなえ、安心して子どもを産み育てることができるよう、子育て支援

サービスの充実を図るとともに、地域や関係機関等と連携し地域全体で子育てを支える環境づく

りを推進する。また、保健・教育・福祉等関係機関が連携し、妊娠期からの切れ目のない子育て

支援体制を整備する。

人材還流・人材育成・雇用対策

中山間地域等における「小さな拠点」
（多世代交流・多機能型）の形成

移住の促進

結婚（出会い・結婚支援事業）

基本目標・基本的方向

地域産業の競争力強化

地域防災力の向上

関係人口の創出・拡大

妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

子ども・子育て支援の充実

教育環境の充実

協働による定住の推進

具体的な施策

具

体

的

な

事

業
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3 （仮称）第３期香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略への見直しについて

地域ビジョン（地域が目指すべき理想像）

国において、自治体が抱える社会課題の解決を図るため、自らの「地域ビジョン（地域が目指すべき理想像）」を再構築した上で、地

方版総合戦略を改訂するよう求められていることから、（仮称）第３期香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略において、将来の理想像

の実現に向けた方向性を示す「地域ビジョン」を定める。

＜香美市 地域ビジョン＞

本市の山や川など美しく豊かな自然や多様な文化は、香美市の財産です。その中で、私たちは共に支え合い、生

活・文化・産業が生まれ育まれてきました。また、街や里には、それぞれの自然環境に調和した快適な住環境、誰に

も魅力的な賑わいのあるまち、あたたかい支え合いに守られた居心地の良いコミュニティがあります。

本市は、これからも地域の自然に根ざした産業や生活の営みを通じて、共に支え合い、自然と共生する文化都市と

して、自然・文化・産業を磨き、未来に向けて進化を続けます。 ～香美市振興計画より～

「進化する自然共生文化都市・香美市」の実現にあたっては、本市の喫緊の課題である人口減少対策と持続可能な

まちづくりが必要であることから、第2期総合戦略の取組を継承しつつ、デジタル技術を活用することで、課題の解

決や魅力向上を図り、取組を加速化していきます。

デジタルの力を活用し

進化する自然共生文化都市・香美市
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○若い世代の結婚への希望をかなえ、安心して子どもを生み育てることができるよう、

子育て支援サービスの充実を図るとともに、地域や関係機関等と連携し地域全体で子

育てを支える環境づくりを推進する。また、保健・教育・福祉等関係機関が連携し妊

娠期からの切れ目のない子育て支援体制を整備する。

〇教育環境の充実を図り、一人ひとりの子どもに寄り添った教育を実現し、確かな学力

の推進・きめ細やかな教育を推進する。

3 （仮称）第３期香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略への見直しについて

◆基本目標１ 魅力ある産業を振興し、安定した雇用を創出する

◆基本目標４ 時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守ると
ともに、地域と地域を連携する

◆基本目標２ 香美市への新しい人の流れをつくる

◆基本目標３ 子どもを産み育てやすい環境をつくり、若い世代の結
婚・出産・子育ての希望をかなえる

○香美市にある地域に根ざした農林業や地場産業を中心に、若い世代の担い手の確保に

重点を置いた雇用機会の創出に取り組む。

○香美市にある地域資源を活かし、デジタル技術を活用した企業等の誘致を促進し、多

様な人材・知・産業を集積させることで、新たな産業の創出を図るとともに、地域産

業の振興など地域の活性化を図っていく。

〇ホームページやSNS等を通じて、幅広い世代の移住希望者に対して効果的な情報発信

に取り組むともに、移住希望者と地域住民の情報を繋ぎ、地域の担い手確保に重点を

置いた移住定住促進を行う。

〇オンラインによる移住交流体験ツアーやお試し移住体験を実施し、移住希望者に住環

境などを体験し、香美市の魅力を感じてもらい、移住定住に繋げていく。

〇住み慣れた地域で安心して暮らすために、住民が主体となり、近隣集落や外部人材

（学生等）と連携して、女性や高齢者など誰もが活躍できる地域づくりを進めると共に、

集落維持活性化に取り組む事業を推進する。

〇行政相互間や大学、企業等との連携・協力により、デジタル技術も活用しながら効果

的な施策等を展開することで、地域経済の活性化や豊かな地域社会の実現を目指す。
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人材還流・人材育成・雇用対策

中山間地域等における「小さな拠点」（多世代交流・多機能型）の維持

移住の促進

結婚の希望を叶える

地域産業の競争力強化

地域防災力の向上

関係人口の創出・拡大

妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

子ども・子育て支援の充実

教育環境の充実 協働による定住の推進

＜香美市 地域ビジョン＞ デジタルの力を活用し進化する自然共生文化都市・香美市

持続可能なまちづくり人口減少対策 デジタル技術の活用 地域の魅力向上
デジタル田園

都市国家構想

国

人口減少問題施策

（人口減少対策交付金）

県


